
平成 29 年 9 月 1 日

近畿地区公立中学校長 様

近畿地区公立中学校修学旅行委員会

会 長 木 村 栄 一

(和歌山県印南町立印南中学校長 )

平成 29 年度 修学旅行実施状況調査について(お願い)

新涼の候、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて近畿地区公立中学校修学旅行委員会は、近畿地区の各中学校にご協力いただき、修学旅行研究大会や

修学旅行実施状況調査等を行なうなど、修学旅行の改善・向上に向けて取り組みを続けてまいりました。

今、子ども達の生活体験の不足、人間関係や連帯感の希薄化、集団や社会の一員としての自覚や責任感の

低下等が深刻な課題となっています。それらに対応するため各学校におかれましては、民泊などの体験学習や

班別行動を取り入れ、主体的・対話的な深い学びにつなげる修学旅行の改善にも力を注いでおられるこ

とと存じます。その状況を幅広く調査するために、平成 17 年度から本委員会は、関東・東海地方の公

立中学校修学旅行委員会と協力して一部同一調査項目を設け、調査を続けてまいりました。

結果につきましては、本委員会の事務局であります全国修学旅行研究協会の HP に掲載しているところ

です。本年度も従前と同様の調査をいたしますので、ご協力賜りますようお願い致します。

記

１．提出期限 平成 29 年 10 月 27 日(金) （※平成 31 年度修学旅行集約輸送申込書と一緒に）

２．提 出 先

３．お問い合わせ先 近畿地区公立中学校修学旅行委員会 事務局
公益財団法人 全国修学旅行研究協会 大阪事務局
〒556-0017 大阪市浪速区湊町 1-4-38 近鉄新難波ビル 5F  

TEL 06-6636-0885 FAX 06-6636-0890 
 

HP：｢修学旅行ドットコム｣で検索、「近畿地区公立中学校修学旅行委員会」でご覧いただくことができます。

和歌山県

和歌山県中学校長会 事務局 事務局長 湯川 能成

〒640-8331 和歌山市美園町 2-63 和歌山市立城東中学校内

℡. 073-433-4661 Fax. 073-433-4677    

京 都 府

京都府亀岡市立詳徳中学校 校長 海老原 睦

〒621-0821 亀岡市篠町柏原中又 7 番地

℡. 0771-23-9393      Fax. 0771-23-9379   

大 阪 府

大阪府熊取町立熊取南中学校 校長 谷奥 滋

〒590-0450 泉南郡熊取町大宮 4 丁目 1049 番地

℡. 072-452-7772      Fax. 072-452-7773         

奈 良 県

奈良県生駒市立生駒南中学校 校長 相木 正則

〒630-0234 生駒市萩原町 90 
℡. 0743-77-8121 Fax. 0743-76-7262 

滋 賀 県

滋賀県甲賀市立信楽中学校 校長 杉本 嘉邦

〒529-1811 甲賀市信楽町江田 950 
℡. 0748-82-0133 Fax. 0748-82-0422    

兵 庫 県

兵庫県伊丹市立北中学校 校長 古城門 克己

〒664-0894 伊丹市清水 4 丁目 3 番 1 号

℡. 072-782-0410      Fax. 072-783-8454  



参加
人員

生徒数 引率数 その他
合計
人員
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② 円

③ 円

④ 円

⑤ 円

円
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〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

☆(2)(3)の場合変更方面は〔 〕※上記今年度実施方面番号にて回答願います。

≪裏面も必ずご記入ください≫

送迎バス、現地でのバスは記入不要です。[和歌山県]の連合利用は、（１）を選んでください。

● 復路 ： ア JR列車(新幹線を含む) イ 航空機 ウ 船舶 エ バス

３．修学旅行実施旅行会社の選定について

（２）２～３年ごとに選定する

（３）その他〔 〕

（１）毎年選定する

☛ ｢民泊｣の場合は｢宿舎名｣欄に｢民泊｣とご記入下さい。

☛ 旅行費用内訳は総額に対する各項目の占める割合を調査するものです。

２．主要交通機関について （目的地へ行くまでの主要交通機関です。（１）か（２）に○をつけてください。）

（２）上記の集約列車利用以外の方法(往復ともア～エで該当する記号を○で囲んでください。)

実施方面 ７．北九州(下記参照) ８．南九州(下記参照) ９．沖縄 10．近畿圏 11．海外

※北九州＝福岡、佐賀、長崎、熊本で完結。 ※南九州＝鹿児島、宮崎で完結又は熊本を含む。

宿泊地
宿泊地名

宿 舎 名

実施時期 平成 年 月 日( 曜)から（ ）日間

１．実施状況について

校長名

学校名 中学校

（〇で囲んで下さい）
ご記入者

● 往路 ： ア JR列車(新幹線を含む) イ 航空機 ウ 船舶 エ バス

内

訳 体験学習・入場料など

その他（保険、添乗費用、企画料など）

生徒一人当たりの総額（小遣いは含まず） 合 計

平成29年度 修学旅行実施状況調査

近畿地区公立中学校修学旅行委員会

☛ 当調査は、よりよい修学旅行をめざすための調査です。ご協力をお願いいたします。

１．校長 ２．教頭 ３．学年主任 ４．旅行担当

宿泊代

府県名

☛ 回答内容は、統計的に集計するのみで、学校名が特定されることはありません。調査票は裁断若しくは溶解処理いたします。

公益財団法人全国修学旅行研究協会

交通費

食事代

☛ ご記入者、実施方面は番号に○をつけてください。

取扱旅行会社

市町村名

４．今後（数年内）の旅行実施方面について

（３泊目）

旅行費用

１ 泊 目 ２ 泊 目

宿泊府県

☛ 調査結果は、近畿各府県の修学旅行委員の校長様にご報告するとともに、ホームページに掲載いたします。

また、文部科学省や財務省への国庫補助金額増額に係る陳情資料になります。

（１）近畿中学校長会修学旅行専門委員会の集約列車を利用。

☛ 宿舎名と取扱旅行会社名はご協力いただける範囲で結構です。

１．北海道 ２．東北 ３．関東･富士･伊豆 ４．信州 ５．北陸･信越･東海 ６．中国･四国

（１）今年度（平成29年度）と同じで変えない

（２）平成30年度より変える

（３）2，3年先に変える予定



(1)

〔 〕

〔 〕

(2) 上記にて（ア）利用したと回答し、今後は（イ）次年度まで （ウ）今後は利用しないと回答
された学校について、その理由を下記にご記入ください（自由回答）

(1) 旅行中のお小遣いの上限をお答えください→

(2) 上記の金額に含まれる項目を下表からお答えください〔 〕複数回答可

ア．お土産代 イ．食事代（自由行動中）ウ．体験学習費 エ．間食費（ｼﾞｭｰｽ代等）オ．その他

７．「学びの集大成を図る修学旅行」の取組について 〔複数回答可、以下７，８も同様に○をつけてください〕

修学旅行の指導計画の作成にあたっては、これまでも既に生徒の主体的・対話的で深い学びの実現が図れる

よう工夫や配慮がされてきたところですが、その点を踏まえて実践状況をお答えください。

（１）修学旅行の準備や当日の取組等を通して、生徒に育成したいものとはどのようなものですか。

〔 〕ア：他者と協同し集団活動ができる力

〔 〕イ：コミュニケーション能力（課題を見つけ、合意形成を図ったり意思決定できる力）

〔 〕ウ：キャリア教育の視点に立った勤労観や職業観の育成

〔 〕エ：ボランティア活動等の社会参画意識の醸成

〔 〕オ：公衆道徳の涵養

〔 〕カ：教科学習の発展として、歴史文化や芸術に親しんだりする心の育成

〔 〕キ：その他 〔 〕

（２）修学旅行を企画・実施するにあたり、生徒はどのように関わって(考え、選択、決定等）いますか。

〔 〕

〔 〕

〔 〕ウ：主に班別行動・係活動等を中心に関わっている

〔 〕エ：主に係活動を中心に関わっている

〔 〕オ：その他 〔 〕

（３）修学旅行を実施するにあたり、三年間を見通して行っている関連の取組（行事）は、どのような

ものがありますか。

〔 〕ア：一年生入学直後の行事（遠足や校外学習）等から修学旅行と全て関連付けて取り組んでいる

〔 〕イ：方面や訪問地に関連した講師等による講座・事前学習を実施している

〔 〕ウ：教科授業等の中でも修学旅行を関連付けながら取り組んでいる

〔 〕エ：特別には行っていない

〔 〕オ：その他 〔 〕

〔 〕ア：自然災害（地震や津波等）対策

〔 〕イ：人的災害（交通事故や火災等）対策

〔 〕ウ：アレルギー対策

〔 〕エ：感染症対策

〔 〕オ：その他 〔 〕

ア：主に旅行方面・見学地・交通手段・体験学習・班別行動・各係活動等全面的に関わっている

イ：主に見学地・体験活動・班別行動・係活動等を中心に関わっている

７.以下は関東・東海・近畿三地区とも同一内容で調査する内容です。

（イ） しなかった （今後は ア．利用しない イ．次年度より利用 ウ．数年内に利用予定）

９．修学旅行関係者（旅行会社、宿泊施設、バス、航空会社、鉄道会社等各交通機関、関連施設・機関等）
への意見、要望等がありましたらご記入ください。

８．修学旅行中の安全対策（事前指導、マニュアルの作成や関係機関等との連携）に取り組んでいる
ものについてお答えください。

６．「お小遣い」について

￥

民泊（民宿、ペンションを除く）を利用しましたか【〔 〕〇印 ( )は該当記号に〇印して下さい】

（ア） 利用した （今後は ア．数年間は利用 イ．次年度まで ウ．今後は利用しない）

５．「民泊」について


